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市民に期待され、親しまれ、信頼される病院であるよう、

一、患者さま中心の心温かな病院をめざします。

二、医学の進歩に対応し、質の高い総合的な診療

をめざします。

三、地域医療機関との連携、保健、福祉との協力

のもとに市民の健康を守ります。

四、開かれた病院として、市民・医療関係者の生

涯教育の充実に努めます。

基本理念

臨床病理科のご紹介
臨床病理科　主任部長　綾田　昌弘

　病理における組織診断は HE 染色と光学顕微鏡を用いた形態的な観察を中心として、臨床情報などの周辺情

報を総合してなされています。病理学における基本姿勢である、人体と疾患を総合的にとらえて形態学的変化の

裏に隠されている病因と修飾因子を考察することは昔も今も変わっていません。しかし今の病理学は病理医の

主観に頼ることが多く、病理医が癌と思えばそれは癌の診断となり、そこには客観的な指標はありません。検鏡

による病理学に客観性を導入するとすれば、複数の病理医が同じ検体を検鏡して多数決で判断するしかないの

が現状です。

　しかし手法は大きく変化しアナログの世界であった病理学にデジタル化と数理解析が可能となりました。そ

れに遺伝子検査が加わるようになり従来の病理診断の手法がかなり変わってきて

います。一例を挙げると脳腫瘍の分野では遺伝子情報により腫瘍が分類され、病理

診断はそれを追認するようになってきています。具体例として、組織診断でびまん

性星細胞腫とされ，遺伝子診断で IDH 変異と 1p/19q 欠失が認められた場合に

は、診断は乏突起膠腫 IDH変異と1p/19q欠失となり、遺伝子診断が病理診断に

勝る結果となっています。

　検体の採取方法にも大きな変化があります。リキッドバイオプシーです。癌領域で行う組織採取の生体検査

（バイオプシー）をリキッド（液体つまりここでは血液を意味する）で代用させる技術です。この考え方は以前か

らあったのですが、最近の技術進歩により現実味が帯びてきました。血液でバイオプシーと同じ性能の検査がで

きれば、患者さんにとっては負担が少なく非常に有益な技術です。この技術を発展させて cfDNA （cell free 

DNA）も盛んに研究されています。血液循環腫瘍DNAの意味で、ctDNA （circulating tumor DNA）とも呼ば

れています。癌患者の cfDNA量は健常人よりも多いことが報告されており、このDNAを利用して特定の遺伝

子変異を測定することで、治療方針の有用性を高める事例が報告されています。

　当院では今年 1 月より最新の免疫染色装置と染色装置が導入されました。今まで以上に

多彩な病理検査が迅速に出来るようになり、HE標本と免疫染色を数多く作製し、加えて困

難な症例は複数の病理医による検討会を実施して客観性を高めております。地域の皆様に

おかれましては安心してご紹介いただけると思います。さらなるご指導を賜りますようお

願い申し上げます。

（P4へつづく）
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区　分

小児科2次救急

外科1次救急

外科2次救急

内科2次救急

18:00 ～ 翌朝9:00

18:00 ～ 翌朝8:00

＜第1週・最終週＞18:00 ～ 翌朝8:00

＜上記以外の週＞18:00 ～ 翌朝8:00

＜第1週・最終週＞18:00 ～ 21:00

＜上記以外の週＞18:00 ～ 翌朝8:00

18:00 ～ 翌朝8:00

18:00 ～ 21:00

18:00 ～ 21:00

18:00 ～ 21:00

18:00 ～ 21:00

18:00 ～ 21:00

18:00 ～ 21:00

9:00 ～ 12:00

9:00 ～ 12:00

18:00 ～ 翌朝9:00

18:00 ～ 21:00

18:00 ～ 翌朝8:00

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

西 宮 市 立 中 央 病 院 　 診 療 科 ・ 診 療 担 当 医 一 覧 表 ※外来診療受付時間 月曜～金曜
午前 8：30 ～ 11：00（初診・再診）
午後 1：00 ～  3：00（予約・専門外来）

　 663-8014 西宮市林田町8番24号
0798-64-1515（代表）  

◎　各科責任者
（　）内 線 番 号

地域医療連携室（内線 186）

（FAX）0798-67-4896

○地域医療連携室へ当院所定の「診療情報提供書」をFAXでご送信
　ください。
予約日と時間を「受診予約票」にて、FAXで返信いたします。
予約なしで御来院いただくよりも待ち時間が少なくなります。

受付時間　平日8：30～19：00
　　　　　土曜9：00～12：00
但し、CT・MRI等の検査予約の受付は 8：30 ～ 17：00 となります。

放射線科
（154）

婦人科
（210）

泌尿器科
（209） 耳鼻

いんこう科
（207）

ペインクリニック  内科・外科
（125）

健康管理
センター
（201）
（232）

リハビリ
センター
（197）

歯　科
口腔外科
（208）

内視鏡
センター
（252）

月

火

水

木

金

初　診
担当医

初　診
担当医

初　診
担当医

初　診
担当医

初　診
担当医

◎消化器
小　川
弘之

糖尿病・内分泌
紅　林
昌吾

糖尿病・内分泌
田　渕
優希子

糖尿病・内分泌
合　屋
佳世子

糖尿病・内分泌
紅　林
昌吾

消化器
大　畑
裕之

消化器
林
典子

消化器
堀　野
次郎

呼吸器
鉄　本
訓史

消化器
堀　野
次郎

循環器
野　嶋
祐兵

※循環器
足　達
英悟

循環器
栗　本
哲哉

循環器
栗　本
哲哉

糖尿病・内分泌
牧　尾
登紀 

呼吸器
鶴　田
直敏

呼吸器
二　重
隆史

呼吸器
池　田
聡之

呼吸器
二　木
俊江

呼吸器
池　田
聡之

◎消化器
岡
義雄

消化器
根　津
理一郎

消化器
根　津
理一郎

消化器
吉　岡
慎一

呼吸器
桧　垣
直純

消化器
上　島
成幸

ヘルニア外来・処置
岡　田
かおる

消化器
岡　田
かおる

乳腺・内分泌
林　田
博人

乳腺・内分泌
林　田
博人

小　川
弘之

林
典子

堀　野
次郎

岡
義雄

根　津
理一郎

根　津
理一郎

吉　岡
慎一

鶴　田
直敏

二　重
隆史

池　田
聡之

二木

鉄本

池　田
聡之

桧　垣
直純

◎田邉
勝久

中　島
恭哉

藤　戸
稔高

渡　邊
牧代

各医師
交替制

中　島
恭哉

渡　邊
牧代

田　邉
勝久

◎門谷
眞二

菅　原
祐一

神経外来
松　岡
収

菅　原
祐一

鈴　木
美智子

島　﨑
真央

大　澤
純子

鈴　木
美智子

島　﨑
真央

門　谷
眞二

◎西谷
奈生

西　谷
奈生

李
和純

熊　野
公子

西　谷
奈生

李
和純

各医師
交替制

爲　定
由佳里

1・3・5週
李
2・4週
爲定
爲　定
由佳里

◎瀧内
秀和

上　田
康生

瀧　内
秀和

各医師
交替制

1・3・5週
花咲
2週
瀧内
4週
上田

花　咲
毅

花　咲
毅

上　田
康生

杉　本
美樹

◎綾田
昌弘

綾　田
昌弘

綾　田
昌弘

日　山
英子

大　井
順子

東　堂
なをみ

日　山
英子

各医師
交替制

金　山
雅子

◎田代
久美子

田　代
久美子

田　代
久美子

竹　田
泰三

前　田
陽平

竹　田
泰三

宮　部
淳二

竹　田
泰三

◎上田
鍔本
藤田

上田
鍔本

上田
鍔本

上田
鍔本
藤田

上田
藤田

松　村
陽子

前　田
倫

前田
松村
（隔週）

前　田
倫

松　村
陽子

AM

前田
PM

徐
徐
舜鶴

宮　城
健

宮城

清水

清　水
梨江

PM

宮城
交替制

交替制

前　田
倫

◎網野
かよ子
応援医師

網　野
かよ子

網　野
かよ子

網　野
かよ子
応援医師

担当医

胃内視鏡

胃内視鏡
PEG交換

胃内視鏡

胃内視鏡
ESD

大腸内視鏡

半日脳ドック
半日一般 ドック

1泊2日ドック
1日ドック

1泊2日ドック
半日一般 ドック
肺ドック

1泊2日ドック

半日脳ドック
1泊2日ドック

理学療法
作業療法
言語療法

理学療法
作業療法
言語療法

理学療法
作業療法
言語療法

理学療法
作業療法
言語療法

理学療法
作業療法
言語療法

Ⅰ Ⅱ

内   科 （115・117） 外   科 （122） 消化器センター
（121） 呼吸器センター

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

整形外科
（176）

小児科
（204）

皮膚科
（119）

Ⅰ
初診のみ

Ⅱ

手・肘・肩
田　邉
勝久

Ⅲ Ⅰ Ⅱ（内科）（外科）（内科）（外科） Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

眼　科
（206）

● 救急体制のご案内　～平日の夜間及び土曜日もご紹介を承っております～

※ ■（網掛け部）は、診療所のバックアップを目的として、当院が輪番枠とは別に独自に行っている2次救急です。
※ □（網掛け部以外）は、輪番で行っている1次・2次救急です。　※金曜日の内科・外科2次救急に関しては、月によって輪番を担当する週が変わる場合があります。

医師をはじめ医療関係者が説明を行います。
予約や受講料は不要です。

＜実施日時＞

＜実施場所＞

・奇数月 : 水曜日（月4回）
・偶数月 : 木曜日（月4回）
午後3時～午後4時30分頃

3階 講義室

● 患者様のご紹介について

リハビリ
センター皮膚科整形外科 内視鏡

センター

消化器センター
小児科 放射線科泌尿器科 歯　科

口腔外科
耳鼻

いんこう科眼　科
内   科 外   科

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ （内科）（外科）

呼吸器センター

（内科）（外科）Ⅲ ⅢⅣ

呼吸器
岡　森
仁臣

（予約・紹介のみ）

呼吸器
豊　田
成徳

（予約・紹介のみ）

糖尿病・内分泌
交替制

（予約・紹介のみ）

糖尿病・内分泌
田　渕
優希子

（予約・紹介のみ）

糖尿病・内分泌
紅　林
昌吾

（予約・紹介のみ）

インスリン導入外来
紅　林
昌吾

（予約・紹介のみ）

糖尿病・内分泌
紅　林
昌吾

（予約・紹介のみ）

消化器
小　川
弘之

（予約・紹介のみ）

糖尿病・内分泌
紅　林
昌吾

（予約・紹介のみ）

消化器
樫　原
博史

（予約・紹介のみ）

消化器
小　川
弘之

（予約・紹介のみ）

消化器
大　畑
裕之

（予約・紹介のみ）

消化器
大　畑
裕之

（予約・紹介のみ）

※循環器
足　達
英悟

（予約・紹介のみ）

消化器
鬣
瑛

（予約・紹介のみ）

循環器
南　都
伸介

（予約・紹介のみ）

循環器
野　嶋
祐兵

（予約・紹介のみ）

循環器
伊　原
まどか

（予約・紹介のみ）

呼吸器
二　重
隆史

（予約・紹介のみ）

呼吸器
鶴　田
直敏

（予約・紹介のみ）

呼吸器
池　田
聡之

（予約・紹介のみ）

呼吸器
鉄　本
訓史

（予約・紹介のみ）

呼吸器
二　重
隆史

（予約・紹介のみ）

神経内科
梶　山
幸司

（予約・紹介のみ）

義肢装具
（AM）

義肢装具

特殊発達外来
岩越（1週）
予防接種外来
（2～5週）
心理（午前も）

一般外来
心理（午前も）

慢性外来
心理（午前も）

慢性外来
心理（午前も）

内分泌外来
（第2・第4）

小手術
予約のみ

アレルギー
光線
小手術
予約のみ

アレルギー
光線
小手術
予約のみ

手術
予約のみ

手術
予約のみ

根　津
理一郎

（予約・紹介のみ）

吉　岡
慎一

（予約・紹介のみ）

岡
義雄

（予約・紹介のみ）

桧　垣
直純

（予約・紹介のみ）

林　田
博人

（予約・紹介のみ）

永　井
千穂

（乳がん検診のみ）

林　田
博人

（予約・紹介のみ）

林　田
博人
（初診）

桧　垣
直純

（予約・紹介のみ）

上　島
成幸

（予約・紹介のみ）

岡　田
かおる

（予約・紹介のみ）

桧　垣
直純

（予約・紹介のみ）

桧　垣
直純

（予約・紹介のみ）

樫　原
博史

（予約・紹介のみ）

小　川
弘之

（予約・紹介のみ）

小　川
弘之

（予約・紹介のみ）

大　畑
裕之

（予約・紹介のみ）

根　津
理一郎

（予約・紹介のみ）

吉　岡
慎一

（予約・紹介のみ）

岡
義雄

（予約・紹介のみ）

岡　田
かおる

（予約・紹介のみ）

二　重
隆史

（予約・紹介のみ）

鶴　田
直敏

（予約・紹介のみ）

池　田
聡之

（予約・紹介のみ）

鉄　本
訓史

（予約・紹介のみ）

二　重
隆史

（予約・紹介のみ）

手術
結石破砕
（AM）

手術
（AM.PM）

結石破砕
（AM）
特殊造影

検査
結石破砕
（AM）

手術

手術

特殊外来
（糖尿病・
ぶどう膜炎）
検査

検査
コンタクト

検査
手術

竹　田
泰三

竹　田
泰三

竹　田
泰三

頭痛・
顔面痛外来
（交替制）

手術
透視下
ブロック
（交替制）

緩和ケア
外来

（交替制）

透視下
ブロック
（徐　舜鶴）

透視下
ブロック
（前田　倫）

睡眠時
無呼吸症候群
口腔内装置
網　野
かよ子

外来手術
網　野
かよ子
応援医師

外来手術
網　野
かよ子

手術
網　野
かよ子
応援医師

担当医

PEG・ESD
EV L

大腸内視鏡
ESD

ERCP
大腸内視鏡

大腸内視鏡

大腸内視鏡

理学療法
作業療法
言語療法

理学療法
作業療法
言語療法
義肢装具

理学療法
作業療法
言語療法

理学療法
作業療法
言語療法
義肢装具

理学療法
作業療法
言語療法

上田
鍔本
藤田

上田
鍔本
藤田

上田
鍔本
藤田

上田
鍔本
藤田

上田
藤田

月

火

水

木

金

ペインクリニック
内科・外科

Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅴ

午
　
前

午
　
後

● 糖尿病教室のご案内

○当院の医師に直接お電話くださるか、従来どおりの紹介状によっ
ても診察いたします。その場合、午前 11 時までに 1 階正面玄関
受付へ来ていただくよう患者様にご案内をお願いいたします。

○紹介状をお持ちの患者様も、事前に予約を入れていただきますと、
待ち時間短縮につながりますので、ご協力をお願いいたします。

○当院の診療結果を FAX 等でご報告いたします。

※

※火曜日AM Ⅳ診は6／13（火）からとなります。

※火曜日PM Ⅳ診は6／6（火）までとなります。



（4）西宮市立中央病院だより

編集者　前田　倫、野嶋　祐兵、中島　恭哉、林　典子

　病理における組織診断は HE 染色と光学顕微鏡を用いた形態的な観察を中心として、臨床情報などの周辺情

報を総合してなされています。病理学における基本姿勢である、人体と疾患を総合的にとらえて形態学的変化の

裏に隠されている病因と修飾因子を考察することは昔も今も変わっていません。しかし今の病理学は病理医の

主観に頼ることが多く、病理医が癌と思えばそれは癌の診断となり、そこには客観的な指標はありません。検鏡

による病理学に客観性を導入するとすれば、複数の病理医が同じ検体を検鏡して多数決で判断するしかないの

が現状です。

　しかし手法は大きく変化しアナログの世界であった病理学にデジタル化と数理解析が可能となりました。そ

れに遺伝子検査が加わるようになり従来の病理診断の手法がかなり変わってきて

います。一例を挙げると脳腫瘍の分野では遺伝子情報により腫瘍が分類され、病理

診断はそれを追認するようになってきています。具体例として、組織診断でびまん

性星細胞腫とされ，遺伝子診断で IDH 変異と 1p/19q 欠失が認められた場合に

は、診断は乏突起膠腫 IDH変異と1p/19q欠失となり、遺伝子診断が病理診断に

勝る結果となっています。

　検体の採取方法にも大きな変化があります。リキッドバイオプシーです。癌領域で行う組織採取の生体検査

（バイオプシー）をリキッド（液体つまりここでは血液を意味する）で代用させる技術です。この考え方は以前か

らあったのですが、最近の技術進歩により現実味が帯びてきました。血液でバイオプシーと同じ性能の検査がで

きれば、患者さんにとっては負担が少なく非常に有益な技術です。この技術を発展させて cfDNA （cell free 

DNA）も盛んに研究されています。血液循環腫瘍DNAの意味で、ctDNA （circulating tumor DNA）とも呼ば

れています。癌患者の cfDNA量は健常人よりも多いことが報告されており、このDNAを利用して特定の遺伝

子変異を測定することで、治療方針の有用性を高める事例が報告されています。

　当院では今年 1 月より最新の免疫染色装置と染色装置が導入されました。今まで以上に

多彩な病理検査が迅速に出来るようになり、HE標本と免疫染色を数多く作製し、加えて困

難な症例は複数の病理医による検討会を実施して客観性を高めております。地域の皆様に

おかれましては安心してご紹介いただけると思います。さらなるご指導を賜りますようお

願い申し上げます。

地域医療連携医のご紹介

　大屋町で整形外科のクリニックを開業して21年目の飯

田伊佐男と申します。山手幹線と中津浜線との交差点の

すぐ東側です。西宮市立中央病院は近いので紹介患者様

をよく受け入れて頂いています。整形外科や放射線科を

はじめ各科の先生方や地域医療連携室のスタッフの皆様

方には、いつも迅速に快く対応して頂いて感謝していま

す。とても紹介しやすく信頼できる病院なので、地域医

療充実のためにこれからもよろしくお願いいたします。

　約 30 年間の病院勤務を経て、平成 17 年に上ヶ原地

区で開院致しました。地域の人々とのつながりを大切にし

つつ、可愛い子供たちや元気すぎて調子を崩す学生たちや

人生経験豊かな年配の方々を診させてもらっています。

　西宮市立中央病院の皆様には、患者さんの入院の時や

検査依頼時に大変お世話になり感謝しています。また、

定期的な西宮地域医療連携セミナーや小児科の症例検討

会では、色々な症例や情報に接することが出き有難く思

います。今後とも宜しくお願いいたします。
おやどまりクリニック　親泊　英善  先生

飯田整形外科　院長　飯田　伊佐男  先生
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